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損害防止サーキュラー No.09-08 
 
 
Maritime Security Assessment   ソマリア、アフリカの角 
 
 
イントロダクション 
ここで言う「アフリカの角」はソマリアであり、南西ソマリアのRPA州のような自治地域を含む南部ソマリア、

プントランドそしてソマリランドの3つの政体に分割される。 
最も安定している治安状況がソマリランドであり、1991年5月の独立宣言以降、ほぼ平和な状況である。 
ソマリランドはスールやサナアグ地域をめぐってプントランドとの領土紛争を抱えるが、その領土内で活動

する様々な民兵を統合して管理している。 

しかしながら2007年の4月と9月の二度、紛争地域において衝突が勃発し、将来の衝突も想定されている

。ソマリアの南部は1990年代初頭に勃発した内戦により荒廃し、1992～1995年の国連の介入により一時

的な平和に導かれていた。 

1995年から最近の内戦までの期間、そしてエチオピアが侵略した２００６年は、政情の不安定と実効力の

ない政府と特筆された。  
南部ソマリアはイスラム反乱軍が暫定連邦政府とそのエチオピアの同盟者を攻撃している事から、未だ内

戦状態であると考えられる。英国、カナダや豪州はソマリア全体を極度に危険な国として格付け、全ての

渡航の自粛を求めている。これに関りなく、ソマリランドやプントランドの一部は、南部ソマリアに比して、概

ね穏やかである。 
 
三つの主要な問題がソマリアにおける治安状態に影響している。 

● イスラム反乱軍との継続している紛争 

● アフリカの角における地域状況 

● 沿岸の海賊の状況 

 

事件報告 
ソマリ水域は2007年において海賊や武装強盗では世界で三番目に悪いとされる地域であった。 

2005年までは、船舶への襲撃は年間10件以下であったが、2005年において、事件数は35まで上昇した。 

2006年と2007年はそれぞれ10と31であった。 

しかし、これらの水域において海賊の全容を把握するには、アデン湾においての襲撃の大半がソマリ海賊

によって実行されているゆえに、ソマリアやアデン湾への事件数を合算せねばならない。この合算によりソ

マリアとアデン湾が単一海域として合計44件という件数で、2007年の全世界での海賊や武装強盗に対し

て最大晒された地域となった。 

 

海賊の襲撃件数は過去3年で大きく変化しつつあり、国家における政治状況の変化に直接影響を受けて

いる。 

連邦政府の法的執行力がほとんど存在しない結果として、地域の治安状態に地域の自治体及び執行力

のある軍事指揮系が欠くことのできない要素といえる。 

強い軍事指揮官が力を及ぼす地域における海賊の襲撃件数は、強い指揮系統ない地域に比べて相対的

に低い。 

プントランド北部の二つの準自治とソマリランドには機能している統治体制があり、南部地域とは異なり海

賊の襲撃はほとんどない。 

 

アフリカの角にての２００６年及び２００７年の船舶襲撃の大多数は航行中の船舶に発生している。 

ナイジェリアと対照的なのは、殆どの通航がスエズ運河への出入りの為、ソマリ領海を通過するに過ぎな

いことだ。 
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通行中の船舶への襲撃は、錨泊あるいは接岸中の船舶への襲撃より一層複雑で危険である。 

International Maritime 

Bureauの勧告において、ソマリ沿岸からの航行距離を初期には５０マイルとしたが、その後は１００から２０

０マイルに広げてきており、ソマリ海賊の洋上における能力の増大を示唆している。 

 

ソマリ海賊は実際の襲撃の間、いくつかの小型で速度の出るモーターボートを母船（小型貨物船あるいは

類似の船舶）から展開させる作戦をおこなうことで知られている。 

この戦術は、より長時間にわたり、様々な気象条件においての作戦遂行を可能とする。 

海賊の母船は偽の遭難信号を発信して、航行中の船舶が母船に救援に接近したところに小型ボートを展

開して襲撃につなげるとの報告もなされている。 

 

熟練度と能力 
２００６年から２００７年に襲撃件数は120%増加したが、２００７年は４４の襲撃件数に当たる２７％のみが成

功したにすぎない。２００７年における成功した襲撃の割合は２００６年の３０％に比すると少なくなっている

。 

これらの割合は航行中、錨泊中、接岸中の船舶を含んでいる。ギニア湾において活動する海賊の８５%と

いう成功割合に比すると、その手口より見て、ソマリ海賊は技能が劣っているようだ。 

 

最後の海賊行為のピークが記録されていた２００５年以降、国際的な対策やソマリ国内の政治情勢が年ご

とに海賊の成功率に影響をしてきたようだ。いくつかの外国の海軍によるこの水域のパトロールの増加や

海賊の影響を受ける二つの沿岸地域Haraldhere, KhismayoにおいてIslamic Courts 

Union(ICU)が覇権を取った事により、２００６年後半、海賊行為を休止に追い込んでいる。 

２００７年の第一四半期にはTransitional Regional 

Government(TRG)が首都モガジシオへ集中するために沿岸地方より撤退したことにより、これら沿岸地方

に海賊が戻る結果となった。 

 

暴力と武器の使用 
ソマリ海賊は船主に身代金を要求するために乗組員を人質にとることで知られている。２００６年から２００

７年にかけて人質に取られた乗組員の数は倍の１７７人にいたっている。この数は襲撃された各船の乗組

員の数にも拠るが、襲撃の数と人質に取られた乗組員の数の間に一貫性はありそうだ。 

 

海賊たちの攻撃性もまた、襲撃件数の上昇に合わせて増加しているようである。 

２００７年において海賊により負傷した乗組員の数は２００６年の３倍を数え、同期間、殺害された乗組員数

は倍になる。しかし、この地域の負傷したり殺害された乗組員数は、人質に取られた乗組員数を見ればま

だ相対的に低く、特にナイジェリア水域よりは少ない。 

一方、火器の使用は１５０％増加し、そして、もし「武器のタイプ」について触れていなかった襲撃の殆どで

実際には何らかの火器が用いれられたと仮定するならば、２００７年は２００６年の４倍以上になる。 

海賊の襲撃により多くの火器が用いれられれば、今まで以上の災難となりそうである。 

２００８年でのアフリカの角での海賊と強奪の全体は、主としてソマリの政治的な発展や安定性に拠る事に 
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なる。ソマリに法的執行力が機能しなければ、海賊行為は２００８年に増加することになるだろう。 

水域をパトロールする国際的海軍力はいくばくかの影響を与えるであろうし、もし船舶が襲撃されたのなら

ば援助を期待できるであろう。 彼らの存在はしかし、地域の大きさに関していえば限界がある。 

 

先週、襲撃数は憂慮すべき増加となった。 BIMCOによれば襲撃の大多数がアデン湾の突端の13N 49E, 

13N 

53Eの位置に特定されている。この水域ばかりというわけではないが、生じた事象はこの水域が特別に危

険度が高いことを明白に示しており、BIMCOはそのメンバーに、すべての船舶や管理している船舶に事態

を連絡するように要請している。 

 

人質の状況 
以上に述べたように２００６年から２００７年にかけて人質に取られた乗組員の数は倍にいたっている。 

通常、人質に取られた乗組員、海賊の武器使用と負傷したり殺害された乗組員数の間には関連がある。

しかし、人質となった場合の乗組員の殺傷の件数は、乗組員の行動によっても影響される。 

もし乗組員が人質となった場合、いくつかの単純で有効な「すべきこと、してはならないこと」の原則がある

。 

● 海賊に逆らわないこと。 

● 目立たず、その他大勢でいること。 

● 政治、宗教のような論争になりやすい話題を避けること。 

● もし単なる方便でなく、それらの背景を持っているのであれば、彼らの動機、置かれている状況、

差別に対し理解を示すこと。 

● 海賊との関係を作ろうと試みる。関係は防御となりうる。 

● お互いを守るようにグループで一緒にいること。 

 

結論 

２００８年のアフリカの角での海賊と強奪は、ソマリの政治的な発展や安定性に主にかかっている。ソマリ

アにおける法を執行する構造が機能しないのならば、２００８年においても海賊問題は増加し続けるであろ

う。襲撃の大多数がアデン湾の突端の13N 49E, 13N 

53Eの位置に特定されている。この水域ばかりというわけではないが、生じた事象はこの水域が特別に危

険度が高いことを明白に示している。 

 

我々はBestia Risk Consultingに以上の情報の提供を感謝するものである。 
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